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 はじめに 

 文部科学省産学連携共同研究促進事業「都市

エリア(埼玉圏央)」の 3 年目(最終年度)として

の本年度、テーマ２（「ペプチドアプタマー開
                                                  
  * 〒338-8570 さいたま市桜区下大久保２５５ 
電話：048-858-3533 FAX：048-858-3533 
Email：koichi@fms.saitama-u.ac.jp 

発」）の研究グループとして、その研究成果全

体を別途、報告した（「平成 21年度都市エリア

(埼玉圏央)事業最終成果報告書」）。ここでは、

テーマ２の内、本学の研究者・報告者(西垣)が

直接関係したものに限定して、報告する。 

医薬シーズとしての特異的結合性ペプチド（ペプチドアプタマー）の開発 
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Abstract 

The Saitama Prefecture-led City-Area Project (Saitama Mid-zone) supported by MEXT during June 

2007-March 2010 has been finished. Herein, we report on the result of Theme 2 (Peptide Aptamer Research), 

which fortunately ended in finding of novel functional peptides. 
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本プロジェクトでは、3つのターゲット（「肥

満に関連するグレリンの受容体」、「がんに関連

するカテプシン E(CE)」,「アルツハイマー病に

関わる Aβ」）を設定し、それぞれに作用する

ペプチドアプタマーの取得をめざし、最終的に

それぞれ、新規ペプチドを得た。筆者らはこの

内、CE と Aβに対するペプチドアプタマーの

取得･展開および関係する高速分子進化技術･

装置の開発を行った。 

CEに関連しては、昨年までの成果（CEを阻

害／活性化するペプチドアプタマー群の取得）

に基づき、九州大学やジェナシス社との連携で

乳がんの予後を診断する CE検査キットを作成

し、特許化した。同時に、本来の至適 pH (pH4.5)

ではなく中性において CEの活性を高めるペプ

チドアプタマーの取得に成功し、現在、創薬シ

ーズにむけた高機能化の段階にある。 

Aβに関しては、昨年度までに取得していた

Aβ42 の単量体に結合するアプタマー群を元

に、本年度、“発達ライブラリー法”の２次ラ

イブラリースクリーニングにより、より強く結

合するアプタマーを複数取得し、それを SPR

測定で確認した。新潟大学と共同して、細胞ア

ッセイ系を開発し、取得したアプタマーを評価

し(低いが有意に活性のある分子の存在)、現在、

この系を後述の新型マイクロアレイMMVを用

いた“直接機能評価淘汰系（Direct selection－by
－function）”として進展中である。 

最後に、本プロジェクトにおいては、“高速

分子進化技術の高度化･洗練化”を行い、その

成果の一つが、「発達ライブラリー法（ペプチ

ドアプタマーの機能向上を確実かつ高速に成

し遂げる方法論）」の確立であり、また別の成

果がライフテック社との共同による「MMV 型

高速分子進化装置開発・実用化のためのナノリ

ットル移送ロボットの開発」（一部、本学の「地

域イノベーション支援共同研究」の支援）であ

る。後者は、プロジェクト期間内での一号機の

完成として結実し、現在、昨年１０月から、新

たに採択された JST「先端計測分析･技術開発」

として発展中である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




